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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための装置によって行われる方法であって、
　アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することと、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに基づいて共有スペクトルのチャネ
ルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャを決定すること
と、を備え、
　ここにおいて、前記ＬＢＴプロシージャを決定することは、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに基づいてクリアチャネルアセスメ
ント（ＣＣＡ）期間を決定することを備え、
　ここにおいて、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが前記共有スペクトルにある場
合には第１の持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトル
にある場合には第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１
の持続時間より長い、方法。
【請求項２】
　前記ＬＢＴプロシージャを決定することは、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに基づいてＣＣＡプロシージャを決
定することを備え、
　ここにおいて、前記決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプロシージャのない
ＣＣＡプロシージャを備える、または、ここにおいて、前記決定されたＣＣＡプロシージ
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ャは、リニアランダムまたは指数バックオフプロシージャを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、
　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定することをさらに備
える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ソースキャリアが前記共有スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージャ
のための第１の範囲パラメータを選択することと、
　前記ソースキャリアが前記認可スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージャ
のための第２の範囲パラメータを選択することと、をさらに備え、ここにおいて、前記第
２の範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、前記第１
の範囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可がそこから
受信される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定することは、
　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定することを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定することは、
　前記認可スペクトルにおいてキャリアを特定することを備え、ここにおいて、前記アッ
プリンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信することをさらに備え
、ここにおいて、前記認可スペクトルにおける前記キャリアは、前記受信されたシグナリ
ングに基づいて特定される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク許可のためのソースキャリアを特定するための手段と、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに基づいて共有スペクトルのチャネ
ルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャを決定するため
の手段と、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに基づいてクリアチャネルアセスメ
ント（ＣＣＡ）期間を決定するための手段と、を備え、
　ここにおいて、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合に
は第１の持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにあ
る場合には第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持
続時間より長い、装置。
【請求項９】
　前記ＬＢＴプロシージャを決定するための前記手段は、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに基づいてＣＣＡプロシージャを決
定するための手段を備え、
　ここにおいて、前記ＣＣＡプロシージャを決定するための前記手段は、バックオフプロ
シージャのないＣＣＡプロシージャを決定するために動作可能である、または、ここにお
いて、前記ＣＣＡプロシージャを決定するための前記手段は、リニアランダムまたは指数
バックオフプロシージャを決定するために動作可能である、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ＬＢＴプロシージャを決定するための前記手段は、
　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定するための手段をさ
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らに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ソースキャリアが前記共有スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージャ
のための第１の範囲パラメータを選択するための手段と、
　前記ソースキャリアが前記認可スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージャ
のための第２の範囲パラメータを選択するための手段と、をさらに備え、ここにおいて、
前記第２の範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、前
記第１の範囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可がそ
こから受信される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、請求項９に記載の
装置。
【請求項１２】
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定するための前記手段は、
　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定するための手段を備える、請求項８に記載
の装置。
【請求項１３】
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定するための手段は、
　前記認可スペクトルにおいてキャリアを特定するための手段を備え、ここにおいて、前
記アップリンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される、請
求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信するための手段をさら
に備え、ここにおいて、前記ソースキャリアを特定するための前記手段は、前記受信され
たシグナリングに基づいて前記認可スペクトルを特定するために動作可能である、請求項
１３に記載の装置。
【請求項１５】
　請求項１～請求項７のうちのいずれか一項の方法を行うためにプロセッサによって実行
可能な命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本願は、２０１６年３月２２日に出願された「Uplink Listen Before Talk Op
eration」と題する、Luo他による米国特許出願第１５／０７７，５８７号、および２０１
５年４月２０日に出願された「Uplink Listen Before Talk Operation」と題する、Luo他
による米国仮特許出願第６２／１５０，１８９号の優先権を主張し、これらの各々は、本
譲受人に譲渡されている。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　以下は概して、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、アップリンクリッス
ンビフォートーク（ＬＢＴ：listen-before-talk）動作に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャストなどのような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展
開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波
数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可
能であり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（例えば、ロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）を含む。ワイヤレス多元接続通信システム
は、複数の基地局を含み得、各々が、複数の通信デバイスのための通信を同時にサポート
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し、それらは別名ユーザ機器（ＵＥ）として知られ得る。
【０００４】
　[0004]　いくつかの場合では、共有または無認可スペクトルにおいて動作するユーザ機
器（ＵＥ）は、リッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャを行い得、それは、チャ
ネルが通信に利用可能であるかどうかを決定するためにクリアチャネルアセスメント（Ｃ
ＣＡ）またはエンハンスドクリアチャネルアセスメント（ｅＣＣＡ）として含み得る。Ｕ
Ｅおよび基地局の両方がＬＢＴを使用する場合、アップリンク送信の機会が限定され得る
。例えば、基地局は、無認可キャリアにおいてＵＥにアップリンク許可を送るためにＣＣ
Ａを行い得、そしてＵＥは、アップリンク許可に関連付けされた対応するアップリンクメ
ッセージを送信するために別のＣＣＡを行い得る。行われる各ＣＣＡは、遅延または途絶
(disruption)の可能性をもたらし得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　ワイヤレスデバイスは、アップリンク許可のためのソースキャリアが認可スペ
クトルにあるか無認可スペクトルにあるかを決定し、共有スペクトルチャネルにアクセス
するためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャを選択し得る。例えば、デバ
イスは、ソースキャリアが無認可スペクトルにある場合にはクリアチャネルアセスメント
（ＣＣＡ）のバックオフプロシージャのための１つの範囲パラメータ（例えばｑ値）を、
ソースキャリアが認可スペクトルにある場合には異なる（すなわち、より大きい）範囲パ
ラメータを、選択し得る。いくつかの場合では、デバイスは、スタンドアロン動作モード
で動作し得、ソースキャリアは、そのモードに少なくとも一部基づいて特定され得る。い
くつかの場合では、デバイスは、シグナリングを受信し得、それは、無認可スペクトルに
おいて構成されるキャリアがセルフスケジューリングされるか、クロスキャリアスケジュ
ーリングされるかを指示し得、それに応じてデバイスは、ＬＢＴプロシージャを選択し得
る。
【０００６】
　[0006]　ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、アップリンク許可のためのソー
スキャリアを特定することと、アップリンク許可のためのソースキャリアに少なくとも一
部基づいて共有スペクトルのチャネルにアクセスするためのＬＢＴプロシージャを決定す
ることと、を含み得る。
【０００７】
　[0007]　ワイヤレス通信のための装置が、さらに、または代替として、説明される。装
置は、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定するための手段と、アップリンク
許可のためのソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペクトルのチャネルにアク
セスするためのＬＢＴプロシージャを決定するための手段と、を含み得る。
【０００８】
　[0008]　ワイヤレス通信のためのさらなる装置が、さらに、または代替として、説明さ
れる。装置は、プロセッサ、およびプロセッサに接続されたメモリを含み得る。プロセッ
サは、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することと、アップリンク許可の
ためのソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペクトルのチャネルにアクセスす
るためのＬＢＴプロシージャを決定することと、をするように構成され得る。
【０００９】
　[0009]　プロセッサによって実行可能である命令を記憶するための非一時的なコンピュ
ータ可読媒体が、さらに、または代替として、説明される。コンピュータ可読媒体は、ア
ップリンク許可のためのソースキャリアを特定することと、アップリンク許可のためのソ
ースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペクトルのチャネルにアクセスするための
ＬＢＴプロシージャを決定することと、を行うための命令を含み得る。
【００１０】
　[0010]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、さらに、または代替として、ＬＢＴプロシージャが、アップリンク許可のた
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めのソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡ期間を決定することを含むことを決
定するための、プロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。さらに、または代替とし
て、いくつかの例では、ＣＣＡ期間は、ソースキャリアが共有スペクトルにある場合に第
１の持続時間を含み、ＣＣＡ期間は、ソースキャリアが認可スペクトルにある場合に第２
の持続時間を、第２の持続時間が第１の持続時間より多くなるように、含む。
【００１１】
　[0011]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、ＬＢＴプロシージャを決定することは、アップリンク許可のためのソース
キャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡプロシージャを決定することを含む。さらに、
または代替として、いくつかの例では、決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプ
ロシージャのないＣＣＡプロシージャを含む。
【００１２】
　[0012]　本書に説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、決定されるＣＣＡプロシージャは、リニアランダム（linear random）また
は指数バックオフ（exponential backoff）プロシージャを含む。さらに、または代替と
して、いくつかの例は、指数バックオフプロシージャのためにＬＢＴ優先クラスを決定す
るためのプロセス、特徴、手段または命令を含み得る。さらに、または代替として、いく
つかの例は、ソースキャリアが共有スペクトルにある場合にバックオフプロシージャのた
めの第１の範囲パラメータを選択することと、ソースキャリアが認可スペクトルにある場
合にバックオフプロシージャのための第２の範囲パラメータを選択することと、を行うた
めのプロセス、特徴、手段、または命令を含み得、第２の範囲パラメータは、第１の範囲
パラメータより大きく、第１の範囲パラメータおよび第２の範囲パラメータは、アップリ
ンク許可がそこから受信される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる。
【００１３】
　[0013]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することは、共有スペク
トルにおいてキャリアを特定することを含む。さらに、または代替として、いくつかの例
は、ＵＥがスタンドアロン動作モードであることを決定するためのプロセス、特徴、手段
、または命令を含み得、ソースキャリアは、ＵＥがスタンドアロン動作モードであること
の決定に少なくとも一部基づいて特定される。
【００１４】
　[0014]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することは、アップリン
ク許可が特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される（cross-carrier contro
lled）ように、認可スペクトルにおいてキャリアを特定することを含む。さらに、または
代替として、いくつかの例は、クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリング
を受信するためのプロセス、特徴、手段または命令を含み得、認可スペクトルにおけるキ
ャリアは、受信されたシグナリングに少なくとも一部基づいて特定される。
【００１５】
　[0015]　本書に説明される方法、装置、または非一時的なコンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリ
アンブルは、アップリンク許可のためのソースキャリアに少なくとも一部基づく。さらに
、または代替として、いくつかの例では、ソースキャリアは、共有スペクトルにおいてキ
ャリアを含み、プリアンブルは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）プ
リアンブルを含む。
【００１６】
　[0016]　本開示の態様は、下記の図面を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動作をサポー
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トするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図２】本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動作をサポー
トするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図３Ａ】本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動作をサポ
ートするシステムにおけるプロセスフローの例を例示する。
【図３Ｂ】本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動作をサポ
ートするシステムにおけるプロセスフローの例を例示する。
【図４】本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動作をサポー
トする１つまたは複数のワイヤレスデバイスを例示する。
【図５】本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動作をサポー
トする１つまたは複数のワイヤレスデバイスを例示する。
【図６】本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動作をサポー
トする１つまたは複数のワイヤレスデバイスを例示する。
【図７】本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動作をサポー
トする、ＵＥを含む、システムのブロック図を例示する。
【図８】本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動作をサポー
トする、基地局を含む、システムのブロック図を例示する。
【図９】本開示の様々な態様に従った、アップリンクリッスンビフォートーク動作のため
の方法を例示する。
【図１０】本開示の様々な態様に従った、アップリンクリッスンビフォートーク動作のた
めの方法を例示する。
【図１１】本開示の様々な態様に従った、アップリンクリッスンビフォートーク動作のた
めの方法を例示する。
【図１２】本開示の様々な態様に従った、アップリンクリッスンビフォートーク動作のた
めの方法を例示する。
【図１３】本開示の様々な態様に従った、アップリンクリッスンビフォートーク動作のた
めの方法を例示する。
【図１４】本開示の様々な態様に従った、アップリンクリッスンビフォートーク動作のた
めの方法を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　[0024]　いくつかの場合では、共有スペクトルまたは無認可スペクトルにおいて動作す
るユーザ機器（ＵＥ）は、チャネルが通信に利用可能であるかどうかを決定するために、
リッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ、例えば、ＣＣＡまたはｅＣＣＡを行い
得る。ＵＥは、プロシージャを行うＵＥに基づいて、または環境に基づいて、異なるパラ
メータまたは異なるプロシージャを使用して、ＣＣＡ／ｅＣＣＡ動作を行い得る。例えば
、いくつかの場合では、ＣＣＡ／ｅＣＣＡ動作は、送信の前には行われない。いくつかの
場合では、ＣＣＡ／ｅＣＣＡは、バックオフをともなって、またはバックオフなしで、行
われ得る。プロシージャがバックオフを含む場合、それは、リニアランダムバックオフ（
例えば、欧州電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ）ブロードバンド無線アクセスネットワーク
（ＢＲＡＮ）基準によって規定されるオプションＢ）を含み得る。別の例として、ＣＣＡ
／ｅＣＣＡプロシージャは、指数バックオフ（例えば、ＥＳＴＩ ＢＲＡＮのオプション
Ａ、すなわち、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）における拡張型分配
チャネルアクセス（ＥＤＣＡ：enhanced distributed channel access））を含み得る。
成功するＣＣＡ／ｅＣＣＡの平均時間は、行われる特定のプロシージャに基づいて変わり
得る。
【００１９】
　[0025]　ＵＥおよび基地局の両方がＬＢＴを使用する場合、アップリンク送信の機会が
限定され得る。例えば、基地局は、無認可キャリアにおいてＵＥにアップリンク許可を送
るために、ＣＣＡを行い得る。そしてＵＥは、アップリンク許可に関連付けされた対応す
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るＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨメッセージを送信するために、別のＣＣＡを行い得る。行
われる各ＣＣＡは、遅延または混乱の可能性を発生させ得る。
【００２０】
　[0026]　いくつかの場合では、アップリンク送信の機会は、認可スペクトルからのクロ
スキャリア割り当てで改善され得る。ＬＢＴプロシージャの態様は、アップリンク許可の
ソースにリンクされ得る。例えば、アップリンク許可が無認可スペクトルを使用してスケ
ジューリングされる場合、より短いＣＣＡ／ｅＣＣＡ動作が行われ得る。これは、ＣＣＡ
動作がアップリンク送信の直前に行われる場合に適用され得る。アップリンク許可は、認
可キャリアにおいてクロスキャリアスケジューリングされる場合、より長いＣＣＡ／ｅＣ
ＣＡ動作が行われ得る。ＣＣＡの長さがＣＣＡ持続時間パラメータ（例えば、バックオフ
期間）を増やすことによって、異なる範囲パラメータ（例えばｑ値）を使用することによ
って、初期の延期（defer）動作を修正することによって、または、成功のしきい値を調
整することによって、調整され得る。
【００２１】
　[0027]　本開示の態様が、ワイヤレス通信システムのコンテキストで、以下に説明され
る。そして認可および無認可スペクトルを介して受信される許可に関わる特定の例が、説
明される。本開示のこれらの態様、および他の態様は、さらに、アップリンクリッスンビ
フォートーク動作に関する装置の図、システムの図、およびフローチャートによって例示
され、それらを参照して説明される。
【００２２】
　[0028]　図１は、本開示の様々な態様に従って、ワイヤレス通信システム１００の例を
例示する。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５、ユーザ機器（ＵＥ）１１５
、およびコアネットワーク１３０を含む。いくつかの例において、ワイヤレス通信システ
ム１００は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥ－アドバンスド（ＬＴＥ
－Ａ）ネットワークであり得る。
【００２３】
　[0029]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイ
ヤレスで通信し得る。各基地局１０５は、通信カバレッジをそれぞれの地理的カバレッジ
エリア１１０に提供し得る。ワイヤレス通信システム１００中に示される通信リンク１２
５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、または基地局１０５
からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。通信リンク１２５は、認可、
共有、または無認可スペクトルにおいて動作するチャネルを含み得る。
【００２４】
　[0030]　おおまかに言うと、無認可スペクトルは、いくつかの管轄では、６００メガヘ
ルツ（ＭＨｚ）から６ギガヘルツ（ＧＨｚ）までの範囲にあり得る。よって、本書に使用
される場合、「無認可スペクトル」または「共有スペクトル」という用語は、帯域の周波
数に関係なく、産業科学医療用（ＩＳＭ）無線帯域を指し得る。いくつかの例では、無認
可スペクトルは、Ｕ－ＮＩＩ無線帯域であり、それはさらに、または代替として、５ＧＨ
ｚまたは５Ｇ帯域と呼ばれ得る。対照的に、「認可スペクトル」または「セルラスペクト
ル」という用語は、本書では、所管官庁からの管理的認可の下にあるワイヤレスネットワ
ークオペレータによって利用されるワイヤレススペクトルを指すために使用され得る。
【００２５】
　[0031]　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各
ＵＥ１１５は、固定式または移動式であり得る。ＵＥ１１５は、さらに、または代替とし
て、移動局、加入者局、遠隔ユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末、ハンドセッ
ト、ユーザエージェント、クライアント、または何らかの他の適切な専門用語で呼ばれ得
る。ＵＥ１１５は、さらに、または代替として、セルラ電話、ワイヤレスモデム、携帯用
デバイス、パーソナルコンピュータ、タブレット、パーソナル電子デバイス、マシン型通
信（ＭＴＣ）デバイスまたは同様のものであり得る。
【００２６】
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　[0032]　複数の基地局１０５は、コアネットワーク１３０と、および互いに、通信し得
る。例えば、基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１など）を通して
コアネットワーク１３０とインターフェースで接続し得る。基地局１０５は、バックホー
ルリンク１３４（例えば、Ｘ２など）にわたって、（例えば、コアネットワーク１３０を
通じて）間接的に、または直接、互いに通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通
信のための無線構成およびスケジューリングを行い得るか、または基地局コントローラ（
図示せず）の制御のもとで動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、マクロセル
、スモールセル、ホットスポット、または同様のものであり得る。基地局１０５は、さら
に、または代替として、ｅノードＢ（ｅＮＢ）１０５と呼ばれ得る。
【００２７】
　[0033]　通信リンク１２５は、複数のキャリアに体系化される１つまたは複数の周波数
範囲を含み得る。キャリアは、さらに、または代替として、ＣＣ、レイヤ、チャネルなど
と呼ばれ得る。「コンポーネントキャリア」という用語は、キャリアアグリゲーション（
ＣＡ）動作においてＵＥによって使用される複数のキャリアの各々を指し得、システム帯
域幅の他の一部とは異なり得る。例えば、コンポーネントキャリアは、他のコンポーネン
トキャリアと組み合わせて、または独立して使用されることが可能な比較的狭い帯域幅の
キャリアであり得る。各コンポーネントキャリアは、ロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ）基準のリリース８またはリリース９に基づいて単独のキャリアと同じ能力を提供し
得る。複数のコンポーネントキャリアは、より大きな帯域幅、および、例えばより速いデ
ータ速度をいくつかのＵＥ１１５に提供するために同時に使用され得るかアグリゲートさ
れ得る。このため、個々のコンポーネントキャリアは、レガシＵＥ１１５（例えばＬＴＥ
リリース８またはリリース９を実施するＵＥ１１５）に後方互換（backwards compatible
）であり得、一方で、他のＵＥ１１５（例えばポストリリース８／９ＬＴＥバージョンを
実施するＵＥ１１５）は、マルチキャリアモードにおいて複数のコンポーネントキャリア
で構成され得る。ダウンリンク（ＤＬ）のために使用されるキャリアは、ＤＬ ＣＣと呼
ばれ得、アップリンク（ＵＬ）に使用されるキャリアは、ＵＬ ＣＣと呼ばれ得る。ＵＥ
１１５は、キャリアアグリゲーションのための複数のＤＬコンポーネントキャリア（ＣＣ
）および１つまたは複数のＵＬ ＣＣで構成され得る。各キャリアは、制御情報（例えば
、基準信号、制御チャネルなど）、オーバヘッド情報、データなどを送信するために使用
され得る。ＵＥ１１５は、複数のキャリアを使用して単一の基地局１０５と通信し得、さ
らに、または代替として、異なるキャリアで同時に複数の基地局と通信し得る。
【００２８】
　[0034]　基地局１０５の各セルは、ＵＬコンポーネントキャリア（ＣＣ）およびＤＬＣ
Ｃを含み得る。基地局１０５に関わる各サービングセルの地理的なカバレッジエリア１１
０は、異なり得る（例えば異なる周波数バンドにおけるＣＣは異なるパス損失を経験し得
る）。いくつかの例では、１つのキャリアは、ＵＥ１１５に対して、プライマリキャリア
、またはプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）と称され、それは、プライマリセ
ル（ＰＣｅｌｌ）によってサーブされ得る。プライマリセルは、１つのＵＥごとに（on a
 per-UE basis）より上位のレイヤ（例えば、無線リソース制御（ＲＣＣ）など）によっ
て半静的に（semi-statically）構成され得る。物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣ
ＣＨ）上で送信されるスケジューリング情報、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、お
よび肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）のような特定のアップリンク制御情報（
ＵＣＩ）は、プライマリセルによって搬送される。さらなるキャリアは、セカンダリキャ
リアまたはセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）と称され得、それは、セカンダ
リセル（ＳＣｅｌｌ）によってサーブされ得る。セカンダリセルは、同様に１つのＵＥご
とに半静的に構成され得る。いくつかの場合では、セカンダリセルは、プライマリセルと
同じ制御情報を送信するように構成されない、または、それらを含まない可能性がある。
他の場合では、１つまたは複数のセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）は、物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）を搬送するように指定され得、ＳＣｅｌｌは、関連付けされた
ＵＬ制御情報を搬送するためにどのＣＣが使用されるかに基づいてＰＵＣＣＨグループに



(9) JP 6728229 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

体系化され得る。いくつかのワイヤレスネットワークは、エンハンスドＣＣの使用、また
は共有または無認可スペクトルにおける動作、または多数のキャリア（例えば、５個から
３２個のキャリア）に基づいてエンハンスドＣＡ動作を使用し得る。
【００２９】
　[0035]　いくつかの場合では、ＵＥ１１５は、デュアルコネクティビティ動作において
理想的でないバックホールリンク１３４によって接続される２つ以上の基地局１０５から
のセルによってサーブされ得る。例えば、サービング基地局１０５間の接続は、正確な時
間調整を容易にするために充分ではない可能性がある。このため、いくつかの場合では、
ＵＥ１１５にサービスするセルが、複数の時間調整グループ（ＴＡＧ）に分割され得る。
各ＴＡＧは、ＵＥ１１５が異なるＵＬキャリアのために異なってＵＬ送信を同期させ得る
ように、異なるタイミングオフセットに関連付けされ得る。
【００３０】
　[0036]　基地局は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を介して許可を送る
ことによってＵＥ１１５をスケジューリングし得る。ＰＤＣＣＨ許可は、それらが送られ
るキャリアに関連付けされ得るか、別のキャリアに関わり得る（すなわち、クロスキャリ
アスケジューリング）。ＰＤＣＣＨは、制御チャネルエレメント（ＣＣＥ）においてダウ
ンリンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送し、それは、９個の論理的に連続したリソースエレメ
ントグループ（ＲＥＧ）を含み得、ここにおいて各ＲＥＧは４個のリソースエレメント（
ＲＥ）を含む。ＤＣＩは、ＤＬスケジューリング割り当てに関わる情報、ＵＬリソース許
可、送信スキーム、ＵＬパワー制御、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）情報、変調
およびコード化スキーム（ＭＣＳ）および他の情報を含む。ＤＣＩメッセージのサイズお
よびフォーマットは、ＤＣＩによって搬送される情報の量およびタイプによって異なるこ
とができる。例えば、空間多重化がサポートされる場合、ＤＣＩメッセージのサイズは、
連続した周波数割り当てと比較して大きい。同様に、多入力多出力（ＭＩＭＯ）を利用す
るシステムに関して、ＤＣＩは、さらなるシグナリング情報を含み得る。ＤＣＩのサイズ
およびフォーマットは、帯域幅、アンテナポートの数、および二重モード（duplexing mo
de）のようなファクタ、および情報の量に依存する。
【００３１】
　[0037]　いくつかの場合では、ＵＥ１１５または基地局１０５は、共有または無認可周
波数スペクトルにおいて動作し得る。これらのデバイスは、チャネルが利用可能であるか
どうかを決定するためにクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を通信に先立って行い得
る。ＣＣＡは、何らかの他のアクティブな送信があるかどうかを決定するためにエネルギ
ー検出プロシージャを含み得る。例えば、デバイスは、パワーメータの受信された信号強
度の変化が、チャネルが使用されていることを指示すると察し得る。具体的に、特定の帯
域幅において集中しており、所定のノイズフロアを超えている信号電力が、別のワイヤレ
ス送信機を指示し得る。ＣＣＡは、さらに、または代替として、チャネルの使用を指示す
る特定のシーケンスの検出を含み得る。例えば、別のデバイスは、データシーケンスを送
信する前に特定のプリアンブルを送信し得る。
【００３２】
　[0038]　ワイヤレス通信システム１００は、１つまたは複数のエンハンスドコンポーネ
ントキャリア（ｅＣＣ）を使用し得、それは、無認可または共有スペクトル帯域幅におい
て動作し得る。エンハンスドコンポーネントキャリア（ｅＣＣ）は、例えば、フレキシブ
ルな帯域幅、異なる送信時間インターバル（ＴＴＩ）および修正されたコントロールチャ
ネル構成を含む１つまたは複数の特徴によって、特徴付けられ得る。いくつかの場合では
、ｅＣＣは、（例えば複数のサービングセルが、準最適なバックホールリンクを有する場
合）ＣＡ構成または二重接続構成（dual connectivity configuration）に関連付けされ
得る。フレキシブルな帯域幅によって特徴付けられているｅＣＣは、全帯域幅をモニタで
きない、または（電力を節約するために）制限された帯域幅を使用することを好むＵＥ１
１５によって使用され得る１つまたは複数のセグメントを含み得る。
【００３３】
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　[0039]　いくつかの場合では、ｅＣＣは、他のＣＣとは異なるＴＴＩ長を使用し得、そ
れは、他のＣＣのＴＴＩと比較して、減じられた、または可変のシンボル持続時間の使用
を含み得る。シンボル持続時間は、いくつかの場合、同じであり続けるが、各シンボルは
、異なるＴＴＩを示し得る。いくつかの例では、ｅＣＣは、異なるＴＴＩ長に関連付けさ
れた複数の階層レイヤを含み得る。例えば、１つの階層レイヤにおけるＴＴＩは、統一さ
れた１ｍｓサブフレームに対応し得、一方で第２のレイヤにおいて可変の長さのＴＴＩは
、短い持続時間のシンボル期間のバーストに対応し得る。いくつかの場合では、より短い
シンボル持続時間は、さらに、または代替として、増大されたサブキャリアの間隔に関連
付けされ得る。減じられたＴＴＩ長と関連して、ｅＣＣは、動的な時分割複信（ＴＤＤ）
動作を使用し得る（すなわち、それは、動的条件に従って、短いバーストのために、ＤＬ
からＵＬの動作に切替え得る。）
　[0040]　フレキシブルな帯域幅および可変のＴＴＩは、変調された制御チャネル構成に
関連付けされ得る（例えば、ｅＣＣは、ＤＬ制御情報に関わるエンハンスド物理ダウンリ
ンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を使用し得る）。例えば、ｅＣＣの１つまたは複数の
制御チャネルは、フレキシブルな帯域幅の使用に対応するために、周波数分割多重（ＦＤ
Ｍ）スケジューリングを使用し得る。他の制御チャネル修正は、（例えば先進型マルチメ
ディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）スケジューリングのため
の、または、可変の長さのＵＬおよびＤＬバーストの長さを指示するための、）さらなる
制御チャネルの使用を含み、あるいは、異なるインターバルで送信される制御チャネルを
含む。ｅＣＣは、さらに、または代替として、修正されたまたはさらなるＨＡＲＱ関連の
制御情報を含み得る。
【００３４】
　[0041]　本書に説明されるように、ＵＥ１１５または基地局１０５は、アップリンク許
可のためのソースキャリアが認可スペクトルにあるか無認可スペクトルにあるかを決定し
、共有スペクトルチャネルにアクセスするためのＬＢＴプロシージャを選択し得る。いく
つかの場合では、ＵＥの範囲パラメータおよび基地局の範囲パラメータは、ソースキャリ
アが認可スペクトルにあるか無認可スペクトルにあるかに少なくとも一部基づいて、異な
り（例えば、より小さく、より大きくなり）得る。例えば、ＵＥ１１５または基地局１０
５は、ソースキャリアが無認可スペクトルにある場合にはＣＣＡのバックオフプロシージ
ャのための１つの範囲パラメータ（例えばｑ値）を、ソースキャリアが認可スペクトルに
ある場合には異なる（例えばより大きい）範囲パラメータを、選択し得る。いくつかの場
合では、（例えば、バックオフプロシージャに関わるＵＥの）第１の範囲パラメータおよ
び第２の範囲パラメータは、アップリンク許可がそこから受信される基地局に関連付けさ
れた範囲パラメータとは異なる。いくつかの場合では、ＵＥ１１５または基地局１０５は
、スタンドアロン動作モードで動作し得、ソースキャリアは、そのモードに基づいて特定
され得る。いくつかの場合では、ＵＥ１１５または基地局１０５は、クロスキャリアスケ
ジューリング構成を介してシグナリングを受信し得、スケジューリングキャリアに基づい
てＬＢＴプロシージャを選択し得る。
【００３５】
　[0042]　図２は、本開示の様々な態様に従ったアップリンクリッスンビフォートーク動
作のためのワイヤレス通信システム２００の例を例示する。ワイヤレス通信システム２０
０は、ＵＥ２１５および基地局２０５を含み得、それらは、図１を参照して説明されたＵ
Ｅ１１５基地局１０５の例であり得る。ＵＥ２１５および基地局２０５は、認可スペクト
ルキャリア２２０、共有スペクトルキャリア２２５（例えば、共有または無認可スペクト
ルにおいて動作するキャリア）、またはそれら両方を使用して通信し得る。基地局２０５
は、クロスキャリア許可２３０または同じキャリア（例えば、セルフスケジューリングさ
れた）許可２３５を使用してＵＥ２１５のための共有スペクトル通信をスケジューリング
し得る。
【００３６】
　[0043]　すなわち、ＵＥ２１５は、共有スペクトルまたは無認可スペクトルにおいて動
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作し得、チャネルが通信のために利用可能であるかどうかをそれを使用することの前に決
定するためにＬＢＴプロシージャ、例えばＣＣＡまたはエンハンスドクリアチャネルアセ
スメント（ｅＣＣＡ）を行い得る。ＵＥ２１５は、デバイスの特徴に基づいて、または環
境に基づいて、異なるパラメータまたは異なるプロシージャを使用して、ＣＣＡ／ｅＣＣ
Ａ動作を行い得る。いくつかの場合では、ＣＣＡ／ｅＣＣＡ動作は、送信の前には行われ
ない。ＣＣＡ／ｅＣＣＡは、バックオフをともなって、またはバックオフなしで、行われ
得る。例えば、ＣＣＡ／ｅＣＣＡプロシージャは、リニアランダムバックオフを含み得る
。別の例として、ＣＣＡ／ｅＣＣＡプロシージャは、指数バックオフであり得る。成功す
るＣＣＡ／ｅＣＣＡの平均時間は、行われる特定のプロシージャに基づいて変わり得る。
【００３７】
　[0044]　ＵＥ２１５および基地局２０５の両方がＬＢＴを使用する場合、アップリンク
送信の機会が限定され得る。例えば、基地局２０５は、例えば、同じキャリア許可２３５
を使用して、無認可キャリアにおいてＵＥ２１５にアップリンク許可を送るためにＣＣＡ
を行い得る。そしてＵＥ２１５は、アップリンク許可に関連付けされた対応するＰＵＳＣ
ＨまたはＰＵＣＣＨメッセージを送信するために、別のＣＣＡを行い得る。行われる各Ｃ
ＣＡは、遅延または混乱の可能性を発生させ得る。
【００３８】
　[0045]　いくつかの場合では、アップリンク送信の機会は、認可スペクトルからのクロ
スキャリア割り当てで改善され得る。ＬＢＴプロシージャの態様は、アップリンク許可の
ソースにリンクされ得る。例えば、アップリンク許可が同じキャリア許可２３５を使用し
てスケジューリングされる場合、より短いＣＣＡ／ｅＣＣＡ動作が行われ得る。これは、
ＣＣＡ動作がアップリンク送信の直前に行われる場合に適用され得る。基地局２０５がク
ロスキャリア許可２３０を使用してＵＥ２１５をスケジューリングする場合、より長いＣ
ＣＡ／ｅＣＣＡ動作が行われ得る。ＣＣＡの長さがＣＣＡ持続時間パラメータ（例えば、
バックオフ期間）を増やすことによって、異なる範囲パラメータ（例えばｑ値）を使用す
ることによって、初期の延期動作を修正することによって、または、成功のしきい値を調
整することによって、調整され得る。このため、無認可スペクトルにおいて複数回ＣＣＡ
を行うことに起因する遅延または混乱が、軽減され得る。
【００３９】
　[0046]　図３Ａは、本開示の様々な態様に従った、クロスキャリアスケジューリングを
使用したアップリンクリッスンビフォートーク動作のためのプロセスフロー３０１の例を
例示する。プロセスフロー３０１は、ＵＥ３１５および基地局３０５を含み得、それらは
、図１および２を参照して説明されたＵＥおよび基地局の例であり得る。
【００４０】
　[0047]　３２０において、ＵＥ３１５および基地局３０５は、認可スペクトルを使用し
て接続を確立し得る。３２５において、ＵＥ３１５および基地局３０５は、共有または無
認可スペクトルを使用して接続を確立し得る。いくつかの場合では、両方の接続が、無線
リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して同時に(simultaneously)確立され得る。
【００４１】
　[0048]　３３０において、基地局３０５は、クロスキャリアスケジューリングを使用し
て無認可スペクトルにおけるキャリアに関わるＵＥ３１５にＵＬ許可を送り得る（すなわ
ち、許可は、認可スペクトルにおけるキャリアを介して送られる）。
【００４２】
　[0049]　３３５において、ＵＥ３１５は、（例えば、認可スペクトルを介して許可を受
信するように見込まれる、またはそれが受信した）許可のソースを特定し得る。ＵＥ３１
５は、クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信し得、認可スペク
トルにおけるキャリアは、受信されたシグナリングに基づいて特定され得る。いくつかの
例では、アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリアンブ
ルは、アップリンク許可のためのソースキャリアに基づく。図３Ａは、ＵＥ３１５が許可
を受信した後に許可のソースを特定し得ることを指示するが、いくつかの場合では、ＵＥ
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３１５は、キャリアの構成に基づいて許可のソースを特定し得る。例えば、無認可スペク
トルにおけるＳＣＣがクロスキャリアスケジューリングされている（例えば、クロスキャ
リア制御されている）ように構成される場合、ＵＥ３１５は、キャリアのためのＵＬ許可
のソースとしてＰＣＣを特定し得る。
【００４３】
　[0050]　３４０において、ＵＥ３１５は、許可のソースに基づいてＬＢＴプロシージャ
（例えば、ＣＣＡの長さ）を決定し得る。すなわち、ＵＥ３１５は、アップリンク許可の
ためのソースキャリアに基づいて共有スペクトルのチャネルにアクセスするためのＬＢＴ
プロシージャを決定し得る。例えば、ＵＥ３１５は、アップリンク許可のためのソースキ
ャリアに基づいて長いＣＣＡ期間を選択し得る。
【００４４】
　[0051]　いくつかの例では、ＣＣＡ期間は、ソースキャリアが共有スペクトルにある場
合には第１の持続時間を含み、ＣＣＡ期間は、ソースキャリアが認可スペクトルにある場
合には第２の持続時間を、第２の持続時間が第１の持続時間より多くなるように、含む。
このため、いくつかの例では、ＬＢＴプロシージャを決定することは、アップリンク許可
のためのソースキャリアに基づいてＣＣＡプロシージャを決定することを含む。いくつか
の場合では、決定されたＣＣＡプロシージャは、リニアランダムまたは指数バックオフプ
ロシージャを含む。ＵＥ３１５は、共有スペクトルにあるソースキャリアに基づいて、バ
ックオフプロシージャのための第２の範囲パラメータを選択し得る。同じキャリアスケジ
ューリングに関わる第１の範囲パラメータは、クロスキャリアスケジューリングのための
第２の範囲パラメータより小さい可能性がある。いくつかの場合では、ＣＣＡプロシージ
ャを決定することは、指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定する
ことを含む。
【００４５】
　[0052]　３４５において、ＵＥ３１５は、許可を送るために使用される認可スペクトル
に基づいて長いプロシージャを使用してＬＢＴプロシージャ（すなわちＣＣＡ）を生じら
れる得る。３５０において、ＵＬ許可に従って基地局３０５にデータメッセージまたはＵ
Ｌ制御を送信し得る。
【００４６】
　[0053]　図３Ｂは、本開示の様々な態様に従ったセルフスケジューリングを使用したア
ップリンクリッスンビフォートーク動作のためのプロセスフロー３０２の例を例示する。
プロセスフロー３０２は、ＵＥ３１５および基地局３０５を含み得、それらは、図１およ
び２を参照して説明されたＵＥおよび基地局の例であり得る。
【００４７】
　[0054]　３５５において、いくつかの場合では、ＵＥ３１５および基地局３０５は、認
可スペクトルを使用して接続を確立し得る。他の場合では、認可スペクトルにおける接続
は確立されず、全ての通信は、共有または無認可スペクトルを使用して生じる。３６０に
おいて、ＵＥ３１５および基地局３０５は、共有または無認可スペクトルを使用して接続
を確立し得る。
【００４８】
　[0055]　３６５において、基地局３０５は、同じキャリアスケジューリングを使用して
無認可スペクトルにおけるキャリアに関わるＵＥ３１５にＵＬ許可を送り得る（例えば、
許可は、無認可スペクトルにおけるキャリアを介して送られる）。
【００４９】
　[0056]　３７０において、ＵＥ３１５は、許可（例えば、それが無認可スペクトルを介
して受信した許可）のソースを特定し得る。いくつかの例では、アップリンク許可のため
のソースキャリアを特定することは、共有スペクトルにおいてキャリアを特定することを
含む。いくつかの例では、アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信
されるプリアンブルは、アップリンク許可のためのソースキャリアに基づく。いくつかの
例では、ソースキャリアは、共有スペクトルにおけるキャリアを含み、プリアンブルはＷ
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ＬＡＮプリアンブルを含む。
【００５０】
　[0057]　３７５において、ＵＥ３１５は、許可のソースに基づいてＬＢＴプロシージャ
（すなわち、ＣＣＡの長さ）を決定し得る。すなわち、ＵＥ３１５は、アップリンク許可
のためのソースキャリアに基づいて共有スペクトルのチャネルにアクセスするためのＬＢ
Ｔプロシージャを決定し得る。例えば、ＵＥ３１５は、アップリンク許可のためのソース
キャリアに基づいてＣＣＡ期間を決定し得る。
【００５１】
　[0058]　いくつかの例では、ＣＣＡ期間は、ソースキャリアが共有スペクトルにある場
合には第１の持続時間を含み、ＣＣＡ期間は、ソースキャリアが認可スペクトルにある場
合には第２の持続時間を、第２の持続時間が第１の持続時間より多くなるように、含む。
いくつかの例では、決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプロシージャのないＣ
ＣＡプロシージャを含む。いくつかの例では、決定されたＣＣＡプロシージャは、リニア
ランダムまたは指数バックオフプロシージャを含む。バックオフ長は、許可のソースキャ
リアに依存し得る。
【００５２】
　[0059]　いくつかの例では、ＵＥ３１５は、ソースキャリアが共有スペクトルにある場
合、バックオフプロシージャのための第１の範囲パラメータを選択し得る。いくつかの例
では、クロスキャリアスケジューリングのための第２の範囲パラメータは、第１の範囲パ
ラメータより大きい。いくつかの場合では、ＵＥ３１５は、それがスタンドアロン動作モ
ードであることを決定し得る。いくつかの例では、ソースキャリアは、その決定に基づい
て特定される。
【００５３】
　[0060]　３８０において、ＵＥ３１５は、許可を送るために使用される認可スペクトル
に基づいて長いプロシージャを使用してＬＢＴプロシージャ（すなわちＣＣＡ）を行い得
る。３８５において、ＵＬ許可に従って基地局３０５にデータメッセージまたはＵＬ制御
を送信し得る。
【００５４】
　[0061]　図４は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動
作のために構成されたワイヤレスデバイス４００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイ
ス４００は、図１乃至３を参照して説明されたＵＥ１１５の態様の例であり得る。ワイヤ
レスデバイス４００は、受信機４０５、アップリンクＬＢＴモジュール４１０、または送
信機４１５を含み得る。ワイヤレスデバイス４００は、さらに、または代替として、プロ
セッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信状態にあり得る。
【００５５】
　[0062]　受信機４０５は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネ
ルおよびアップリンクリッスンビフォートーク動作に関連した情報など）に関連付けされ
た、パケット、ユーザデータ、または制御情報のような情報を受信し得る。情報は、アッ
プリンクＬＢＴモジュール４１０に、およびワイヤレスデバイス４００の他のコンポーネ
ントに伝えられ得る。
【００５６】
　[0063]　アップリンクＬＢＴモジュール４１０は、アップリンク許可のためのソースキ
ャリアを特定し、アップリンク許可のためのソースキャリアに少なくとも一部基づいて共
有スペクトルのチャネルにアクセスするためのＬＢＴプロシージャを決定し得る。
【００５７】
　[0064]　送信機４１５は、ワイヤレスデバイス４００の他のコンポーネントから受信さ
れた信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機４１５は、トランシーバモジュールで
受信機４０５と共に配置され得る。送信機４１５は、単一のアンテナを含み得るか、また
はそれは、複数のアンテナを含み得る。
【００５８】



(14) JP 6728229 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

　[0065]　図５は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動
作のためのワイヤレスデバイス５００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス５００は
、図１乃至４を参照して説明されたＵＥ１１５またはワイヤレスデバイス４００の態様の
例であり得る。ワイヤレスデバイス５００は、受信機５０５、アップリンクＬＢＴモジュ
ール５１０、または送信機５１５を含み得る。ワイヤレスデバイス500は、さらに、また
は代替として、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信状
態にあり得る。アップリンクＬＢＴモジュール４１０は、さらに、または代替として、ソ
ースキャリア特定モジュール５１７と、ＬＢＴプロシージャ決定モジュール５１９を含み
得る。
【００５９】
　[0066]　受信機４０５は、アップリンクＬＢＴモジュール５１０に、およびワイヤレス
デバイス５００の他のコンポーネントに伝えられ得る情報を受信し得る。アップリンクＬ
ＢＴモジュール４１０は、図４を参照して説明された動作を行い得る。送信機４１５は、
ワイヤレスデバイス５００の他のコンポーネントから受信された信号を送信し得る。
【００６０】
　[0067]　ソースキャリア特定モジュール５１７は、図２および３を参照して説明された
ように、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定し得る。
【００６１】
　[0068]　ＬＢＴプロシージャ決定モジュール５１９は、図２および３を参照して説明さ
れたように、アップリンク許可のためのソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有ス
ペクトルのチャネルにアクセスするためのＬＢＴプロシージャを決定し得る。
【００６２】
　[0069]　図６は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動
作のためのワイヤレスデバイス５００またはワイヤレスデバイス４００のコンポーネント
であり得るアップリンクＬＢＴモジュール６００のブロック図を示す。アップリンクＬＢ
Ｔモジュール６００は、図４および５を参照して説明されたアップリンクＬＢＴモジュー
ル４１０または５１０の態様の例であり得る。アップリンクＬＢＴモジュール６００は、
ソースキャリア特定モジュール６１７と、ＬＢＴプロシージャ決定モジュール６１９を含
み得る。これらのモジュールの各々は、図５を参照して説明された機能を行い得る。アッ
プリンクＬＢＴモジュール６００は、さらに、または代替として、ＣＣＡ期間決定モジュ
ール６０５、ＣＣＡプロシージャ決定モジュール６１０、ＣＣＡ範囲選択モジュール６１
５、共有スペクトル特定モジュール６２０、スタンドアロンモードモジュール６２５、認
可スペクトル特定モジュール６３０、キャリア構成モジュール６３５、およびプリアンブ
ル生成モジュール６４０を含み得る。
【００６３】
　[0070]　ＣＣＡ期間決定モジュール６０５は、ＬＢＴプロシージャが、図２、３Ａおよ
び３Ｂを参照して説明されたように、アップリンク許可のためのソースキャリアに少なく
とも一部基づいてＣＣＡ期間を決定することを含むことを決定し得る。いくつかの例では
、ＣＣＡ期間は、ソースキャリアが共有スペクトルにあり得る場合に第１の持続時間を含
み、ＣＣＡ期間は、ソースキャリアが認可スペクトルにあり得る場合に第２の持続時間を
、第２の持続時間が第１の持続時間より多くなり得るように、含む。いくつかの例では、
決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプロシージャのないＣＣＡプロシージャを
含む。いくつかの例では、決定されたＣＣＡプロシージャは、リニアランダムまたは指数
バックオフプロシージャを含む。
【００６４】
　[0071]　ＣＣＡプロシージャ決定モジュール６１０は、ＬＢＴプロシージャを決定する
ことが、図２、３Ａおよび３Ｂを参照して説明されたように、アップリンク許可のための
ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡプロシージャを決定することを含み得る
ように、構成され得る。
【００６５】
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　[0072]　ＣＣＡ範囲選択モジュール６１５は、図２および３を参照して説明されたよう
に、ソースキャリアが共有スペクトルにある場合、バックオフプロシージャのための第１
の範囲パラメータを選択し得る。ＣＣＡ範囲選択モジュール６１５は、さらに、または代
替として、ソースキャリアが認可スペクトルにある場合、バックオフプロシージャのため
の第２の範囲パラメータを選択し得る。いくつかの例では、第２の範囲パラメータは、第
１の範囲パラメータより大きくなり得る。
【００６６】
　[0073]　共有スペクトル特定モジュール６２０は、図２、３Ａおよび３Ｂを参照して説
明されたように、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することが共有スペク
トルにおいてキャリアを特定することを含み得るように、構成され得る。いくつかの例で
は、ソースキャリアは、ＵＥ１１５がスタンドアロン動作モードであり得ることの決定に
少なくとも一部基づいて特定され得る。
【００６７】
　[0074]　スタンドアロンモードモジュール６２５は、図２、３Ａおよび３Ｂを参照して
説明されたように、ＵＥがスタンドアロン動作モードであることを決定し得る。
【００６８】
　[0075]　認可スペクトル特定モジュール６３０は、図２、３Ａおよび３Ｂを参照して説
明されたように、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することが認可スペク
トルにおいてキャリアを特定することを含み得るように、アップリンク許可が特定された
キャリアによってクロスキャリア制御され得るように、構成され得る。いくつかの例では
、認可スペクトルにおけるキャリアは、受信されたシグナリングに少なくとも一部基づい
て特定され得る。
【００６９】
　[0076]　キャリア構成モジュール６３５は、図２、３Ａおよび３Ｂを参照して説明され
たように、クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信し得る。
【００７０】
　[0077]　プリアンブル生成モジュール６４０は、図２、３Ａおよび３Ｂを参照して説明
されたように、アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリ
アンブルが、アップリンク許可のためのソースキャリアに少なくとも一部基づき得るよう
に、構成され得る。いくつかの例では、ソースキャリアは、共有スペクトルにおけるキャ
リアを含み、プリアンブルはＷＬＡＮプリアンブルを含む。
【００７１】
　[0078]　図７は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動
作のために構成されたＵＥ７１５を含むシステム７００の図を示す。システム７００は、
ＵＥ１７１５を含み得、それは、図１、２乃至６を参照して説明されたワイヤレスデバイ
ス４００、ワイヤレスデバイス５００、またはＵＥ１１５の例であり得る。ＵＥ７１５は
、アップリンクＬＢＴモジュール７１０を含み得、それは、図４乃至６を参照して説明さ
れたアップリンクＬＢＴモジュール４１０、５１０または６００の例であり得る。ＵＥ７
１５は、さらに、または代替として、ｅＣＣモジュール７２５を含み得る。ＵＥ７１５は
、さらに、または代替として、通信を送信するためのコンポーネントおよび通信を受信す
るためのコンポーネントを含む、双方向音声およびデータ通信のためのコンポーネントを
含み得る。例えば、ＵＥ７１５は、基地局７０５またはＵＥ７１６と双方向に通信し得る
。
【００７２】
　[0079]　ｅＣＣモジュール７２５は、無認可または共有スペクトルを使用するキャリア
上の通信を容易にし得る。例えば、ｅＣＣモジュール７２５は、図１を参照して説明され
たようにｅＣＣに関連する動作を提供する。いくつかの場合では、ｅＣＣモジュール７２
５は、ＵＥ７１５のためのスタンドアロンモードを容易にする。
【００７３】
　[0080]　ＵＥ７１５は、さらに、または代替として、プロセッサ７０６、およびメモリ
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７１７（ソフトウェア（ＳＷ）７２０を含む）、トランシーバ７３５、および１つまたは
複数のアンテナ７４０を含み得、これらの各々は、（例えば、バス７４５を介して）互い
に間接的にまたは直接通信し得る。上述されたように、トランシーバ７３５は、（１つま
たは複数の）アンテナ７４０、または有線あるいは無線のリンクを介して、１つまたは複
数のネットワークと双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ７３５は、基地局７０５
または別のＵＥ７１６と双方向に通信し得る。トランシーバ７３５は、パケットを変調し
、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ７４０に提供し、そ
して（１つまたは複数の）アンテナ７４０から受信されたパケットを復調するためのモデ
ムを含み得る。ＵＥ７１５は、単一のアンテナ７４０を含み得るが、ＵＥ７１５は、さら
に、または代替として、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能で
ある複数のアンテナ７４０を有し得る。
【００７４】
　[0081]　メモリ７１７は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ７１７は、実行されるとき、プロセッサ７０６に、本書に説
明された様々な機能（例えば、アップリンクリッスンビフォートーク動作など）を行わせ
る命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェア
コード７２０を記憶し得る。代替として、ソフトウェア／ファームウェアコード７２０は
、プロセッサ７０６によって直接的に実行可能ではない場合もあるが、（例えば、コンパ
イルおよび実行されるとき）、コンピュータに、本書に説明されている機能を行わせ得る
。プロセッサ７０６は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、中央処理ユニ
ット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を含
み得る。
【００７５】
　[0082]　図８は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動
作のために構成された基地局８０５を含むシステム８００の図を示す。システム８００は
、基地局８０５を含み得、それは、図１乃至７を参照して説明されたワイヤレスデバイス
４００、ワイヤレスデバイス５００または基地局１０５の例であり得る。基地局８０５は
、アップリンクＬＢＴモジュール８１０を含み得、それは、図４乃至６を参照して説明さ
れたアップリンクＬＢＴモジュール４１０、５１０または６００の例であり得る。基地局
８０５は、さらに、または代替として、通信を送信するためのコンポーネントおよび通信
を受信するためのコンポーネントを含む、双方向音声およびデータ通信のためのコンポー
ネントを含み得る。例えば、基地局７０５は、基地局８０７または基地局８０８と双方向
に通信し得る。
【００７６】
　[0083]　いくつかの場合では、基地局８０５は、１つまたは複数の有線バックホールリ
ンクを有し得る。基地局８０５は、コアネットワーク８３３への有線バックホールリンク
（例えば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。基地局８０５は、さらに、または代
替として、基地局間バックホールリンク（例えば、Ｘ２インターフェース）を介して、基
地局８０７および基地局８０８のような、他の基地局と通信し得る。基地局の各々は、同
じ、または異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥと通信し得る。いくつかの場合では
、基地局８０５は、基地局通信モジュール８２５を使用して８０７または８０８のような
他の基地局と通信し得る。いくつかの例では、基地局通信モジュール８２５は、複数の基
地局のうちのいくつかの間の通信を提供するために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信
ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを提供し得る。いくつかの例では、基地局８
０５は、コアネットワーク８３３を通じて他の基地局と通信し得る。いくつかの場合にお
いて、基地局８０５は、ネットワーク通信モジュール８３０を通してコアネットワーク８
３３と通信し得る。
【００７７】
　[0084]　基地局８０５は、プロセッサ８０６、（ソフトウェア（ＳＷ）８２０を含む）
メモリ８１７、トランシーバ８３５、および（１つまたは複数の）アンテナ８４０を含み
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得、それらは各々、（例えば、バスシステム８４５上で）互いに、直接または間接的に、
通信状態にあり得る。トランシーバ８３５は、ＵＥ８１５および８１６と、（１つまたは
複数の）アンテナ８４０を介して、双方向で通信するように構成され得、それらは、マル
チモードデバイスであり得る。トランシーバ８３５（または基地局８０５の他のコンポー
ネント）は、さらに、または代替として、１つまたは複数の他の基地局（図示せず）と、
アンテナ８４０を介して、双方向で通信するように構成され得る。トランシーバ８３５は
、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ８４０に提供し、アン
テナ８４０から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地
局８０５は、各々１つまたは複数の関連付けされたアンテナ８４０を備えた、複数のトラ
ンシーバ８３５を含み得る。トランシーバは、図４の組み合わされた受信機４０５および
送信機４１５の例であり得る。
【００７８】
　[0085]　メモリ８１７は、ＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ８１７は、さらに、
または代替として、実行されるとき、プロセッサ８０６に、本書に説明された様々な機能
（例えば、アップリンクリッスンビフォートーク動作、カバレッジ増進(enhancement)技
法を選択すること、技術呼処理、データベース管理、メッセージルーティングなど）を行
わせるように構成された命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウ
ェアコード８２０を記憶し得る。代替として、ソフトウェアコード８２０は、プロセッサ
８０６によって直接的に実行可能ではない場合もあり得るが、コンピュータに、例えば、
コンパイルおよび実行されるときに、本書で説明された機能を行わせるように構成され得
る。プロセッサ８０６は、インテリジェントハードウェアデバイス、例えば、ＣＰＵ、マ
イクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサ８０６は、エンコーダ、キュ
ー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッドコントローラ、デジタルシグナ
ルプロセッサ（ＤＳＰ）などのような、様々な特別用途のプロセッサを含み得る。
【００７９】
　[0086]　基地局通信モジュール８２５は、他の基地局との通信を管理し得る。いくつか
の場合では、通信管理モジュールは、他の基地局と連携してＵＥとの通信を制御するため
のコントローラまたはスケジューラを含み得る。例えば、基地局通信モジュール８２５は
、ビームフォーミングもしくはジョイント送信のような様々な干渉緩和技法のために、Ｕ
Ｅへの送信のためのスケジューリングを調整し得る。
【００８０】
　[0087]　ワイヤレスデバイス４００、ワイヤレスデバイス５００、およびアップリンク
ＬＢＴモジュール６００、ＵＥ７１５、および基地局８０５のコンポーネントは、各々、
個々に、または集合的に、ハードウェアにおける適用可能な機能のいくつかまたは全てを
行うように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣで実施され得る。代替として、機能は、
少なくとも１つのＩＣ上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって
行われ得る。他の例において、他のタイプの集積回路（例えば、構造化／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別の半カスタ
ムＩＣ）が使用され得、それらは、当該技術分野において既知の任意の方法でプログラム
され得る。各ユニットの機能はさらに、または代替として、１つまたは複数の汎用または
特定用途向けのプロセッサによって実行されるようにフォーマット化された、メモリにお
いて具現化される命令で、全体的にまたは部分的に実施され得る。
【００８１】
　[0088]　図９は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク動
作のための方法９００を例示するフローチャートを示す。方法９００の動作は、図１乃至
８を参照して説明されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５、あるいは、ＵＥ１１５
または基地局の様々なコンポーネントによって、行われ得る。例えば、方法９００の動作
は、図４乃至６を参照して説明されたように、アップリンクＬＢＴモジュール４１０、５
１０、または６００によって行われ得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５または基地局１
０５は、ＵＥ１１５または基地局の機能的要素を制御して以下に説明される機能を行うた
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めにコードのセットを実行し得る。さらに、または代替として、ＵＥ１１５または基地局
１０５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能の態様を行い得る。
【００８２】
　[0089]　ブロック９０５において、ＵＥ１１５または基地局１０５は、図２、３Ａまた
は３Ｂ３を参照して説明されたように、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定
し得る。いくつかの例では、ブロック９０５の動作は、図５を参照して説明されたように
、ソースキャリア特定モジュール５１７によって行われ得る。
【００８３】
　[0090]　ブロック９１０において、ＵＥ１１５または基地局１０５は、図２、３Ａまた
は３Ｂを参照して説明されたように、アップリンク許可のためのソースキャリア上で共有
スペクトル部分のチャネルにアクセスするためのＬＢＴプロシージャを決定し得る。いく
つかの例では、ブロック９１０の動作は、図５を参照して説明されたように、ＬＢＴプロ
シージャ決定モジュール５１９によって行われ得る。
【００８４】
　[0091]　図１０は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク
動作のための方法１０００を例示するフローチャートを示す。方法１０００の動作は、図
１乃至８を参照して説明されたように、ＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによって
実施され得る。例えば、方法１０００の動作は、図４乃至６を参照して説明されたように
、アップリンクＬＢＴモジュール４１０、５１０、または６００によって行われ得る。い
くつかの例では、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５の機能的要素を制御して以下に説明される機
能を行うためにコードのセットを実行し得る。さらに、または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能の態様を行い得る。方法１０００は
、さらに、または代替として、図９の方法９００の態様を組み込み得る。
【００８５】
　[0092]　ブロック１００５において、ＵＥ１１５は、図２、３Ａ、または３Ｂを参照し
て説明されたように、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定し得る。いくつか
の例では、ブロック１００５の動作は、図５を参照して説明されたように、ソースキャリ
ア特定モジュール５１７によって行われ得る。
【００８６】
　[0093]　ブロック１０１０において、ＵＥ１１５は、図２、３Ａまたは３Ｂを参照して
説明されたように、アップリンク許可のためのソースキャリアに基づいて共有スペクトル
のチャネルにアクセスするためのＬＢＴプロシージャを決定し得る。ＬＢＴプロシージャ
を決定することは、図２、３Ａまたは３Ｂを参照して説明されたように、アップリンク許
可のためのソースキャリアに基づいてＣＣＡ期間を決定することを含み得る。いくつかの
例では、ブロック１０１０の動作は、図６を参照して説明されたように、ＣＣＡ期間決定
モジュール６０５によって行われ得る。
【００８７】
　[0094]　図１１は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク
動作のための方法１１００を例示するフローチャートを示す。方法１１００の動作は、図
１乃至８を参照して説明されたように、ＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによって
実施され得る。例えば、方法１１００の動作は、図４乃至６を参照して説明されたように
、アップリンクＬＢＴモジュール４１０、５１０、または６００によって行われ得る。い
くつかの例では、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５の機能的要素を制御して以下に説明される機
能を行うためにコードのセットを実行し得る。さらに、または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能の態様を行い得る。方法１１００は
、さらに、または代替として、図９の方法９００または図１０の方法１０００の態様を組
み込み得る。
【００８８】
　[0095]　ブロック１１０５において、ＵＥ１１５は、図２および３を参照して説明され
たように、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定し得る。いくつかの例では、
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ブロック１１０５の動作は、図５を参照して説明されたように、ソースキャリア特定モジ
ュール５１７によって行われ得る。
【００８９】
　[0096]　ブロック１１１０において、ＵＥ１１５は、図２、３Ａまたは３Ｂを参照して
説明されたように、アップリンク許可のためのソースキャリアに少なくとも一部基づいて
共有スペクトルのチャネルにアクセスするためのＬＢＴプロシージャを決定し得る。ＬＢ
Ｔプロシージャを決定することは、図２、３Ａまたは３Ｂを参照して説明されたように、
アップリンク許可のためのソースキャリアに基づいてＣＣＡプロシージャを決定すること
を含み得る。いくつかの例では、ブロック１０１０の動作は、図６を参照して説明された
ように、ＣＣＡプロシージャ決定モジュール６１０によって行われ得る。
【００９０】
　[0097]　図１２は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク
動作のための方法１２００を例示するフローチャートを示す。方法１２００の動作は、図
１乃至８を参照して説明されたように、ＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによって
実施され得る。例えば、方法１２００の動作は、図４乃至６を参照して説明されたように
、アップリンクＬＢＴモジュール４１０、５１０、または６００によって行われ得る。い
くつかの例では、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５の機能的要素を制御して以下に説明される機
能を行うためにコードのセットを実行し得る。さらに、または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能の態様を行い得る。方法１２００は
、さらに、または代替として、図９の方法９００、図１０の方法１０００、または図１１
の方法１１００の態様を組み込み得る。
【００９１】
　[0098]　ブロック１２０５において、ＵＥ１１５は、図２および３を参照して説明され
たように、アップリンク許可のためのソースキャリアを特定し得る。いくつかの例では、
ブロック１２０５の動作は、図５を参照して説明されたように、ソースキャリア特定モジ
ュール５１７によって行われ得る。
【００９２】
　[0099]　ブロック１２１０において、ＵＥ１１５は、図２および３を参照して説明され
たように、アップリンク許可のためのソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのＬＢＴプロシージャを決定し得る。いくつかの例
では、ブロック１２１０の動作は、図５を参照して説明されたように、ＬＢＴプロシージ
ャ決定モジュール５１９によって行われ得る。いくつかの場合では、決定されたＣＣＡプ
ロシージャは、リニアランダムまたは指数バックオフプロシージャを含む。
【００９３】
　[0100]　ブロック１２１５において、ＵＥ１１５は、図２、３Ａまたは３Ｂを参照して
説明されたように、ソースキャリアが共有スペクトルにある場合、バックオフプロシージ
ャのための第１の範囲パラメータを選択し得る。いくつかの例では、ブロック１２１５の
動作は、図６を参照して説明されたように、ＣＣＡ範囲選択モジュール６１５によって行
われ得る。
【００９４】
　[0101]　ブロック１２２０において、ＵＥ１１５は、図２、３Ａまたは３Ｂ－３を参照
して説明されたように、ソースキャリアが認可スペクトルにある場合、バックオフプロシ
ージャのための第２の範囲パラメータを選択し得る。いくつかの例では、ブロック１２２
０の動作は、図６を参照して説明されたように、ＣＣＡ範囲選択モジュール６１５によっ
て行われ得る。いくつかの例では、第２の範囲パラメータは、第１の範囲パラメータより
大きくなり得る。
【００９５】
　[0102]　図１３は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク
動作のための方法１３００を例示するフローチャートを示す。方法１３００の動作は、図
１乃至８を参照して説明されたように、ＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによって
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実施され得る。例えば、方法１３００の動作は、図４乃至６を参照して説明されたように
、アップリンクＬＢＴモジュール４１０、５１０、または６００によって行われ得る。い
くつかの例では、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５の機能的要素を制御して以下に説明される機
能を行うためにコードのセットを実行し得る。さらに、または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能の態様を行い得る。方法１３００は
、さらに、または代替として、図９の方法９００、図１０の方法１０００、図１１の方法
１１００、または図１２の方法１２００の態様を組み込み得る。
【００９６】
　[0103]　ブロック１３０５において、ＵＥ１１５は、図２、３Ａまたは３Ｂを参照して
説明されたように、それがスタンドアロン動作モードであることを決定し得る。いくつか
の例では、ブロック１３１５の動作は、図６を参照して説明されたように、スタンドアロ
ンモードモジュール６２５によって行われ得る。
【００９７】
　[0104]　ブロック１３１０において、図２、３Ａまたは３Ｂを参照して説明されたよう
に、ＵＥ１１５は、スタンドアロン動作モードであるＵＥ１１５に基づいてアップリンク
許可のためのソースキャリアを特定し得、特定されたキャリアは、共有スペクトルキャリ
アであり得る。いくつかの例では、ブロック１３０５の動作は、図５を参照して説明され
たように、ソースキャリア特定モジュール５１７によって行われ得る。
【００９８】
　[0105]　ブロック１３１５において、ＵＥ１１５は、図２、３Ａまたは３Ｂを参照して
説明されたように、アップリンク許可のためのソースキャリアに基づいて共有スペクトル
のチャネルにアクセスするためのＬＢＴプロシージャを決定し得る。いくつかの例では、
ブロック１３１０の動作は、図５を参照して説明されたように、ＬＢＴプロシージャ決定
モジュール５１９によって行われ得る。
【００９９】
　[0106]　図１４は、本開示の様々な態様に従ってアップリンクリッスンビフォートーク
動作のための方法１４００を例示するフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図
１乃至８を参照して説明されたように、ＵＥ１１５またはそれのコンポーネントによって
実施され得る。例えば、方法１４００の動作は、図４乃至６を参照して説明されたように
、アップリンクＬＢＴモジュール４１０、５１０、または６００によって行われ得る。い
くつかの例では、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５の機能的要素を制御して以下に説明される機
能を行うためにコードのセットを実行し得る。さらに、または代替として、ＵＥ１１５は
、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能の態様を行い得る。方法１４００は
、さらに、または代替として、図９の方法９００、図１０の方法１０００、図１１の方法
１１００、図１２の方法１２００および図１３の方法１３００の態様を組み込み得る。
【０１００】
　[0107]　ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図２、３Ａまたは３Ｂ－３を参照
して説明されたように、クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信
し得る。いくつかの例では、ブロック１４１５の動作は、図６を参照して説明されたよう
に、キャリア構成モジュール６３５によって行われ得る。
【０１０１】
　[0108]　ブロック１４１０において、図２、３Ａまたは３Ｂを参照して説明されたよう
に、ＵＥ１１５は、受信された信号に基づいてアップリンク許可のためのソースキャリア
を特定し得、特定されたソースキャリアは、認可スペクトルキャリアであり得る。いくつ
かの例では、ブロック１４０５の動作は、図５を参照して説明されたように、ソースキャ
リア特定モジュール５１７によって行われ得る。
【０１０２】
　[0109]　ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図２、３Ａまたは３Ｂ－３を参照
して説明されたように、アップリンク許可のためのソースキャリアに基づいて共有スペク
トルのチャネルにアクセスするためのＬＢＴプロシージャを決定し得る。いくつかの例で
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は、ブロック１４１０の動作は、図５を参照して説明されたように、ＬＢＴプロシージャ
決定モジュール５１９によって行われ得る。
【０１０３】
　[0110]　このため、方法９００、１０００、１１００、１２００、１３００、および１
４００は、アップリンクリッスンビフォートーク動作を提供し得る。方法９００、１００
０、１１００、１２００、１３００および１４００は、可能な実施形態を説明しており、
動作およびステップは、他の実施形態が可能になるように、再配置またはそうでない場合
は修正され得ることが留意されるべきである。いくつかの例では、方法９００、１０００
、１１００、１２００、１３００および１４００のうちの２つ以上からの態様が組み合さ
れ得る。
【０１０４】
　[0111]　本書における説明は、例を提供しており、特許請求の範囲に記載されている範
囲、適用可能性、または例を限定してはいない。本開示の範囲から逸脱することなく、論
述される要素の機能および配置の変更が為され得る。様々な例は、適宜、様々なプロシー
ジャまたはコンポーネントを省略、代用、あるいは追加し得る。さらに、または代替とし
て、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合され得る。
【０１０５】
　[0112]　本書で説明された技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムのよう
な、様々なワイヤレス通信システムに対して使用され得る。「システム」および「ネット
ワーク」という用語は、交換可能に使用されることが多い。符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）システムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などのよ
うな無線技術を実施し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、および
ＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭ
Ａ２０００ １Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、
ＣＤＭＡ２０００ １ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。
ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形物を
含む。時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システムは、モバイル通信のためのグローバルシステ
ム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実施し得る。直交周波数分割多元接続（Ｏ
ＦＤＭＡ）システムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（
Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭ
ＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯＦＤＭなど、の無線技術を実施し得る。Ｕ
ＴＲＡおよびＥ-ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の一
部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ
－アドバンスト（ＬＴＥ－ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユニバーサルモバイル電気通
信システム（ＵＭＴＳ）の新リリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ユニバーサルモ
バイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ａ、およびモバイル通信のため
のグローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３Ｇ
ＰＰ）という名称の団体からの文書中に説明されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢ
は、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の団体から
の文書中に説明されている。本書で説明されている技術は、上述されたシステムおよび無
線技術並びに他のシステムおよび無線技術に対して使用され得る。しかしながら、本書で
の説明は、実例を目的としてＬＴＥシステムを説明しており、ＬＴＥの専門用語が上記の
説明の大部分中で使用されているが、本技術は、ＬＴＥアプリケーションを超えて適用可
能である。
【０１０６】
　[0113]　ＬＴＥ／ＬＴＥネットワークでは、本書で説明されるこのようなネットワーク
を含めて、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、例えば、基地局を説明するために使
用され得る。本書に説明されている１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なる
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タイプの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）が様々な地理的領域にカバレッジを提供する異種ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥネットワークを含み得る。例えば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、ス
モールセル、または他のタイプのセルに通信カバレッジを提供し得る。「セル（cell）」
という用語は、コンテキストに依存して、基地局、基地局に関連付けされたキャリアまた
はコンポーネントキャリア、あるいはキャリアまたは基地局のカバレッジエリア（例えば
、セクタなど）を説明するために使用され得る３ＧＰＰの用語である。
【０１０７】
　[0114]　基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トラン
シーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または
何らかの他の適した専門用語を含み得るか、当業者によってそれらで呼ばれ得る。基地局
のための地理的カバレッジエリアは、カバレッジエリアの一部を構成するセクタに分割さ
れ得る。本書に説明される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプの
基地局（例えば、マクロまたはスモールセルの基地局）を含み得る。本書に説明されるＵ
Ｅは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、中継基地局などを含む様々なタイプの基地局
およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。異なる技術に関しては重複し
ている地理的カバレッジエリアが存在し得る。
【０１０８】
　[0115]　例えば、マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメー
トル）をカバーし得、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限
のアクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、低電力の基地局で
あり、それは、マクロセルと同じまたは異なる（例えば、認可、無認可などの）周波数帯
域で動作し得る。スモールセルは、様々な例によると、ピコセル、フェムトセル、および
マイクロセルを含み得る。例えば、ピコセルは、小さい地理的エリアをカバーし得、ネッ
トワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。
フェムトセルは、さらに、または代替として、小さい地理的エリア（例えば、家）をカバ
ーし得、フェムトセルとの関連付けを有するＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（
ＣＳＧ）中のＵＥ、家の中にいるユーザのためのＵＥなど）による制限されたアクセスを
提供し得る。マクロセルに対するｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ得る。スモールセルに
対するｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮ
Ｂと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つなど）のセル（
例えば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモール
セルｅＮＢ、中継基地局などを含む様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信
することが可能であり得る。
【０１０９】
　[0116]　本書に説明される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期または非
同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は、同様のフレームタイミングを有
し得、異なる基地局からの送信は、時間的にほぼアラインされ得る（approximately alig
ned in time）。非同期動作の場合、基地局は、異なるフレームタイミングを有し得、異
なる基地局からの送信は、時間的にアラインされないことがあり得る。本書で説明される
技術は、同期または非同期動作のいずれかに対して使用され得る。
【０１１０】
　[0117]　本書に説明されるダウンリンク送信は、さらに、または代替として、順方向リ
ンク送信と呼ばれ得、一方でアップリンク送信は、さらに、または代替として、逆方向リ
ンク送信と呼ばれ得る。例えば図１および２のワイヤレス通信システム１００および２０
０を含む、本書に説明されている各通信リンクは、１つまたは複数のキャリアを含み得、
各キャリアは、複数のサブキャリア（例えば、異なる周波数の波形信号）から構成される
信号であり得る。変調された各信号は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（例
えば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得
る。本書に説明される通信リンク（例えば、図１の通信リンク１２５）は、（例えば、ペ
アのスペクトルリソースを使用する）周波数分割複信（ＦＤＤ）、または（例えば、ペア
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ではないスペクトルリソースを使用する）時分割複信（ＴＤＤ）動作、を使用して双方向
通信を送信し得る。周波数分割複信（ＦＤＤ）に関するフレーム構造（例えば、フレーム
構造タイプ１）およびＴＤＤに関するフレーム構造（例えば、フレーム構造タイプ２）が
定義され得る。
【０１１１】
　[0118]　添付された図面に関連して本書に記載された説明は、例証的な構成を説明して
おり、実施され得るまたは特許請求の範囲の範囲内にある全ての例を表してはいない。本
書で使用される「実例的な」という用語は、「好ましい」または「他の例よりも有利であ
る」ということではなく、「例、事例、または例示としての役割をすること」を意味する
。詳細な説明は、説明された技術の理解を提供する目的で具体的な詳細を含む。しかしな
がら、これらの技術は、これらの具体的な詳細なしに実現され得る。いくつかの事例では
、周知の構造およびデバイスは、説明されている例のコンセプトを暖味にすることを回避
するためにブロック図の形態で図示されている。
【０１１２】
　[0119]　添付の図面において、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを
有し得る。さらに、または代替として、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベ
ルに、ダッシュと、同様のコンポーネント間を区別する第２のラベルとを後続させること
によって区別され得る。本書において第１の参照ラベルのみが使用される場合、第２の参
照ラベルに関係なく同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのいずれか１つ
に、説明が適用可能である。
【０１１３】
　[0120]　本書に説明される情報および信号は、多様な異なる技術および技法のうちの任
意のものを使用して表わされ得る。例えば、上記の説明全体を通して参照され得る、デー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁界または磁気粒子、光場または光粒子、もしくはこれらの任意の組み合わせによ
って表わされ得る。
【０１１４】
　[0121]　本書での開示に関連して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュール
は、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブル論理デバイ
ス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェアコンポーネント、あるいは本
書で説明された機能を行うように設計されたそれらの任意の組み合わせを用いて実施また
は行われ得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替では、プロセ
ッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステー
トマシンであり得る。プロセッサは、さらに、または代替として、（例えば、デジタルシ
グナルプロセッサ（ＤＳＰ）とマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアに連結した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または他の任意のそ
のような構成といった、）コンピューティングデバイスの組み合わせとして実施され得る
。
【０１１５】
　[0122]　本書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせ中で実施され得る。プロセ
ッサによって実行されるソフトウェアに実施される場合、これらの機能は、コンピュータ
可読媒体上で、１つまたは複数の命令またはコードとして送信または記憶され得る。他の
例および実施形態は、添付された特許請求の範囲および本開示の範囲および精神内にある
。例えば、ソフトウェアの性質により、上記に説明された機能は、プロセッサによって実
行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこ
れらのいずれかの組み合わせを使用して実施され得る。機能を実施する特徴は、様々な位
置において物理的に配置され得、それは、機能の一部が異なる物理的な位置において実施
されるように分配されることを含む。請求項を含む本書で使用される場合、「および／ま
たは」という用語は、２つ以上の項目からなるリストで使用されるとき、リストされた項
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目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、または、リストされた項目のうちの
２つ以上からなる任意の組み合わせが採用され得ることを意味する。例えば、ある構成が
、コンポーネントＡ、Ｂ、および／またはＣを含むものとして説明されている場合、この
構成は、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡとＢの組み合わせ、ＡとＣの組み合わせ、ＢとＣの
組み合わせ、またはＡとＢとＣの組み合わせを含むことができる。また、請求項を含む本
書で使用される場合、項目のリスト（例えば、「のうちの少なくとも１つ」または「のう
ちの１つまたは複数」のようなフレーズで始まる項目のリスト）において使用されるよう
な「または（or）」は、例えば、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指すフレー
ズが、単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指すように、包括的なリス
ト（inclusive list）を示す。例として、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」
は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ａ－Ｂ、Ａ－Ｃ、Ｂ－Ｃ、およびＡ－Ｂ－Ｃと、並びに同様の要素の倍
数との任意の組み合わせ（例えば、Ａ-Ａ、Ａ-Ａ-Ａ、Ａ-Ａ-Ｂ、Ａ-Ａ-Ｃ、Ａ-Ｂ-Ｂ、
Ａ-Ｃ-Ｃ、Ｂ-Ｂ、Ｂ-Ｂ-Ｂ、Ｂ-Ｂ-Ｃ、Ｃ-Ｃ、およびＣ-Ｃ-Ｃ、またはＡ、Ｂ、および
Ｃの任意の他の順序）をカバーすることが意図されている。
【０１１６】
　[0123]　コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラ
ムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的なコンピュータ記憶媒体との
両方を含む。非一時的な記憶媒体は、汎用または特殊用途コンピュータによってアクセス
され得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的なコンピュ
ータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取専用メモリ（ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶
装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいはデータ構造または命
令の形態で所望のプログラムコード手段を記憶または搬送するために使用され得、汎用ま
たは特殊用途コンピュータ、もしくは汎用または特殊用途プロセッサによってアクセスさ
れ得る、任意の他の非一時的な媒体を備えることができる。さらに、または代替として、
任意の接続は、厳密にはコンピュータ可読媒体と称される。例えば、ソフトウェアが、同
軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、ま
たは赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト
、サーバ、またはその他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバー
ケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、および
マイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本書に使用される場合、
ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）、光
ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およ
びブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ディスク（disk）は通常、磁気的にデータを
再生するが、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の
組み合わせは、さらに、または代替として、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１１７】
　[0124]　本書での説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするため
に提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者にとって容易に明らかとなり、本書
で定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱しないで他の変形に適用され得る。
このため、本開示は、本書に説明された例および設計に限定されるべきではなく、本書に
開示された原理および新規の特徴と矛盾しない最も広い範囲が付与されるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することと、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ
を決定することと、を備える方法。
[Ｃ２]　前記ＬＢＴプロシージャを決定することは、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてクリアチ
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ャネルアセスメント（ＣＣＡ）期間を決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には第１の
持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合に
は第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持続時間よ
り多い、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記ＬＢＴプロシージャを決定することは、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡプ
ロシージャを決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプロシージャのないＣＣＡプ
ロシージャを備える、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ６]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、リニアランダムまたは指数バックオフプ
ロシージャを備える、Ｃ４に記載の方法。
[Ｃ７]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、
　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定することをさらに備
える、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージ
ャのための第１の範囲パラメータを選択することと、
　前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合には前記バックオフプロシージャのた
めの第２の範囲パラメータを選択することと、をさらに備え、ここにおいて、前記第２の
範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、前記第１の範
囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可がそこから受信
される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ９]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定することは、
　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　ユーザ機器（ＵＥ）がスタンドアロン動作モードであることを決定することを
さらに備え、ここにおいて、前記ソースキャリアは、前記ＵＥが前記スタンドアロン動作
モードであることの前記決定に少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定することは、
　認可スペクトルにおいてキャリアを特定することを備え、ここにおいて、前記アップリ
ンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ１２]　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信することをさ
らに備え、ここにおいて、前記認可スペクトルにおける前記キャリアは、前記受信された
シグナリングに少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリ
アンブルは、前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づく
、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１４]　前記ソースキャリアは、前記共有スペクトルにおいてキャリアを備え、前記プ
リアンブルは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）プリアンブルを備え
る、Ｃ１３に記載の方法。
[Ｃ１５]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク許可のためのソースキャリアを特定するための手段と、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ
を決定するための手段と、を備える装置。
[Ｃ１６]　前記ＬＢＴプロシージャを決定するための前記手段は、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡ期
間を決定するための手段を備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には第１
の持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合
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には第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持続時間
より多い、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記ＬＢＴプロシージャを決定するための前記手段は、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡプ
ロシージャを決定するための手段を備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記ＣＣＡプロシージャを決定するための前記手段は、バックオフプロシージ
ャのないＣＣＡプロシージャを決定するために動作可能である、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記ＣＣＡプロシージャを決定するための前記手段は、リニアランダムまたは
指数バックオフプロシージャを決定するために動作可能である、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記ＬＢＴプロシージャを決定するための前記手段は、
　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定するための手段をさ
らに備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージ
ャのための第１の範囲パラメータを選択するための手段と、
　前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージャのため
の第２の範囲パラメータを選択するための手段と、をさらに備え、ここにおいて、前記第
２の範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、前記第１
の範囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可がそこから
受信される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定するための前記手段
は、
　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定するための手段を備える、Ｃ１５に記載の
装置。
[Ｃ２４]　ユーザ機器（ＵＥ）がスタンドアロン動作モードであることを決定するための
手段をさらに備え、ここにおいて、前記ソースキャリアを特定するための前記手段は、前
記ＵＥが前記スタンドアロン動作モードであることを決定するために動作可能である、Ｃ
２３に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアを特定するための手段は、
　認可スペクトルにおいてキャリアを特定するための手段を備え、ここにおいて、前記ア
ップリンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される、Ｃ１５
に記載の装置。
[Ｃ２６]　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信するための手
段をさらに備え、ここにおいて、前記ソースキャリアを特定するための前記手段は、前記
受信されたシグナリングに少なくとも一部基づいて前記認可スペクトルを特定するために
動作可能である、Ｃ２５に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリ
アンブルは、前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づく
、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２８]　前記ソースキャリアは、前記共有スペクトルにおいてキャリアを備え、前記プ
リアンブルは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）プリアンブルを備え
る、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ２９]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと、を備え、ここにおいて、前記プロセッサは、　
アップリンク許可のためのソースキャリアを特定することと、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ
を決定することと、をするように構成されている、装置。
[Ｃ３０]　前記プロセッサは、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡ期
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間を決定するように構成されている、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３１]　前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には第１
の持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合
には第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持続時間
より多い、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３２]　前記プロセッサは、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいてＣＣＡプ
ロシージャを決定するように構成されている、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３３]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプロシージャのないＣＣＡ
プロシージャを備える、Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３４]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、リニアランダムまたは指数バックオフ
プロシージャを備える、Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３５]　前記プロセッサは、
　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定するように構成され
ている、Ｃ３４に記載の装置。
[Ｃ３６]　前記プロセッサは、
　前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージャのため
の第１の範囲パラメータを選択することと、
　前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージャのため
の第２の範囲パラメータを選択することと、をするように構成されており、ここにおいて
、前記第２の範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、
前記第１の範囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可が
そこから受信される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、Ｃ３４に記載の
装置。
[Ｃ３７]　前記プロセッサは、
　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定するように構成されている、Ｃ２９に記載
の装置。
[Ｃ３８]　前記プロセッサは、
　ユーザ機器（ＵＥ）がスタンドアロン動作モードであることを決定するように構成され
ており、ここにおいて、前記ソースキャリアは、前記ＵＥが前記スタンドアロン動作モー
ドであることの前記決定に少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ３９]　前記プロセッサは、
　認可スペクトルにおいてキャリアを特定するように構成されており、ここにおいて、前
記アップリンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御される、Ｃ
２９に記載の装置。
[Ｃ４０]　前記プロセッサは、
　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信するように構成されて
おり、ここにおいて、前記認可スペクトルにおける前記キャリアは、前記受信されたシグ
ナリングに少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ３９に記載の装置。
[Ｃ４１]　前記アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリ
アンブルは、前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づく
、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ４２]　前記ソースキャリアは、前記共有スペクトルにおいてキャリアを備え、前記プ
リアンブルは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）プリアンブルを備え
る、Ｃ４１に記載の装置。
[Ｃ４３]　プロセッサによって実行可能である命令を記憶するための非一時的なコンピュ
ータ可読媒体は、
　アップリンク許可のためのソースキャリアを特定するための命令と、
　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて共有スペ
クトルのチャネルにアクセスするためのリッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャ
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を決定するための命令と、を備える、非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ４４]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて
ＣＣＡ期間を決定するための命令をさらに備える、Ｃ４３に記載の非一時的なコンピュー
タ可読媒体。
[Ｃ４５]　前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合には第１
の持続時間を備え、前記ＣＣＡ期間は、前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合
には第２の持続時間を備え、ここにおいて、前記第２の持続時間は、前記第１の持続時間
より多い、Ｃ４４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ４６]　前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づいて
ＣＣＡプロシージャを決定するための命令をさらに備える、Ｃ４３に記載の非一時的なコ
ンピュータ可読媒体。
[Ｃ４７]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、バックオフプロシージャのないＣＣＡ
プロシージャを備える、Ｃ４６に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ４８]　前記決定されたＣＣＡプロシージャは、リニアランダムまたは指数バックオフ
プロシージャを備える、Ｃ４６に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ４９]　前記指数バックオフプロシージャのためのＬＢＴ優先クラスを決定するための
命令をさらに備える、Ｃ４８に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ５０]　前記ソースキャリアが共有スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージ
ャのための第１の範囲パラメータを選択するための命令と、
　前記ソースキャリアが認可スペクトルにある場合に前記バックオフプロシージャのため
の第２の範囲パラメータを選択するための命令と、さらに備え、ここにおいて、前記第２
の範囲パラメータは、前記第１の範囲パラメータより大きく、ここにおいて、前記第１の
範囲パラメータおよび前記第２の範囲パラメータは、前記アップリンク許可がそこから受
信される基地局に関連付けされた範囲パラメータとは異なる、Ｃ４８に記載の非一時的な
コンピュータ可読媒体。
[Ｃ５１]　前記共有スペクトルにおいてキャリアを特定するための命令をさらに備える、
Ｃ４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ５２]　ユーザ機器（ＵＥ）がスタンドアロン動作モードであることを決定するための
命令をさらに備え、ここにおいて、前記ソースキャリアは、前記ＵＥが前記スタンドアロ
ン動作モードであることの前記決定に少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ５１に記載
の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ５３]　認可スペクトルにおいてキャリアを特定するための命令をさらに備え、ここに
おいて、前記アップリンク許可は、前記特定されたキャリアによってクロスキャリア制御
される、Ｃ４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ５４]　クロスキャリアスケジューリング構成を示すシグナリングを受信するための命
令をさらに備え、ここにおいて、前記認可スペクトルにおける前記キャリアは、前記受信
されたシグナリングに少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ５３に記載の非一時的なコ
ンピュータ可読媒体。
[Ｃ５５]　前記アップリンク許可によって指示されるリソースを使用して送信されるプリ
アンブルは、前記アップリンク許可のための前記ソースキャリアに少なくとも一部基づく
、Ｃ４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
[Ｃ５６]　前記ソースキャリアは、前記共有スペクトルにおいてキャリアを備え、前記プ
リアンブルは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）プリアンブルを備え
る、Ｃ５５に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
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